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富
士
山
は
山
梨
県
・
静
岡
両
県
の
境
に
そ
び
え
る
典
型
的
な
円
錐
状
成
層
火
山
で
、

古
来
か
ら
深
い
信
仰
と
『
万
葉
集
』
に
も
高
く
謳
わ
れ
て
い
る
日
本
一
の
霊
峰
で
あ

る
。
標
高
三
七
七
六
メ
ー
ト
ル
も
日
本
の
最
高
峰
で
あ
り
、
稜
線
の
美
し
さ
も
と
く

に
際
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
有
史
以
来
十
数
回
の
大
噴
火
を
数
え
、
深
い
信
仰
だ
け

で
な
く
、
恐
ろ
し
さ
ゆ
え
に
大
い
に
畏
敬
を
も
集
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
奈
良
時
代
の
山
岳
呪
術
者
で
あ
り
修
験
道
の
祖
と
さ
れ
る
役
行
者
が
伊
豆

よ
り
雲
に
乗
っ
て
飛
来
し
た
と
い
う
話
や
、
聖
徳
太
子
が
登
拝
し
た
と
い
う
伝
説
も

あ
る
。
山
岳
信
仰
と
し
て
の
富
士
の
開
基
は
、
末
代
上
人
が
、
久
安
五
（
一
一
四
九
）

年
に
登
拝
し
て
一
切
経
を
埋
納
し
た
こ
と
に
よ
る
。
各
登
山
道
が
開
削
さ
れ
た
の
は

南
北
朝
時
代
頃
か
ら
で
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
、
戦
国
時
代
作
と
さ
れ
る
「
富

士
参
詣
曼
荼
羅
」（
絹
本
著
色
・
重
要
文
化
財
）
に
よ
れ
ば
、
富
士
山
表
登
拝
口
で

あ
る
村
山
口
の
景
観
で
、
田
子
浦
か
ら
山
頂
ま
で
を
描
き
、
白
衣
登
山
の
群
集
が
写

実
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
末
代
上
人
が
開
削
し
て
基
礎
を
築
い
た
と
さ
れ
る
村
山
（
静
岡
県
富
士

宮
市
）
の
修
験
を
中
心
に
発
展
し
、
参
詣
路
や
室
（
山
小
屋
）
な
ど
も
順
次
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
吉
田
口
（
北
口
・
喜
多
口
・
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）
の
長

谷
川
角
行
が
富
士
信
仰
の
行
法
を
創
始
し
て
富
士
講
を
広
め
て
い
っ
た
。
江
戸
市
中

に
お
い
て
も
庶
民
の
熱
烈
な
信
仰
を
受
け
、十
九
世
紀
初
頭
に
は
、「
江
戸
八
百
八
講
」

を
数
え
た
と
も
い
う
。

　
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
と
く
に
身
禄
行
者
が
享
保
一
八
（
一
七
三
三
）
年
六
月
に

富
士
山
で
入
定
を
決
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
七
四
〇
年
代
か
ら
た
び
た
び
、
富

士
講
に
対
す
る
宗
教
弾
圧
に
も
近
い
幕
府
の
禁
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江

戸
市
中
に
は
一
八
世
紀
中
葉
以
降
に
高
田
富
士
を
は
じ
め
と
す
る
富
士
塚
が
築
造
さ

れ
た
。

　
富
士
の
修
行
は
、
毎
年
、
旧
暦
七
月
二
十
二
日
よ
り
八
月
二
日
ま
で
山
籠
り
を
し
、

三
日
に
駆
け
越
し
て
、
東
口
（
須
走
・
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
）
に
下
り
東
側
の
麓

の
各
地
を
巡
っ
た
。
登
山
道
は
、
全
行
程
を
十
合
に
分
け
、
一
合
目
ご
と
に
石
室
を

設
け
て
い
た
。
登
拝
習
俗
は
宝
冠
を
か
ぶ
り
、
木
綿
袈
裟
に
白
衣
を
着
て
金
剛
杖
を

携
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
近
年
の
道
中
日
記
研
究
は
歴
史
学
や
地
理
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
顕
著

で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
、
新
城
常
三
氏
の
『
社
寺
参
詣
の
社

会
経
済
史
的
研
究
』〔
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
〕
に
代
表
さ
れ
る
社
会
経
済
史
的
側
面

か
ら
の
道
中
日
記
の
数
量
的
分
析
や
、小
野
寺
淳
氏
「
伊
勢
参
宮
道
中
日
記
の
分
布
」

　富
士
参
詣
日
記
を
め
ぐ
っ
て
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〔『
東
洋
史
論
』
二
、一
九
八
一
年
〕
田
中
智
彦
氏
『
聖
地
を
巡
る
人
と
道
』〔
岩
田
書
院
・

二
〇
〇
四
年
〕
ら
の
歴
史
地
理
学
な
ど
か
ら
の
道
中
の
経
路
分
析
を
中
心
に
な
さ
れ

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
と
く
に
観
光
地

域
史
を
標
榜
し
た
研
究
が
社
会
史
研
究
の
延
長
線
上
で
進
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
な

り
、
歴
史
学
か
ら
青
柳
周
一
氏
の
『
富
嶽
旅
百
景
―
観
光
地
域
史
の
試
み
―
』〔
角

川
書
店
、二
〇
〇
二
年
〕
や
原
淳
一
郎
氏
の
『
近
世
寺
社
参
詣
の
研
究
』〔
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
七
年
〕
ら
の
研
究
が
あ
り
飛
躍
的
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
参
詣
経
路
の
復
元
研
究
の
多
く
が
伊
勢
参
宮
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
山
本
光
正
氏
の
「
旅
日
記
に
み
る
近
世
の

旅
に
つ
い
て
」〔『
交
通
史
研
究
』
一
三
、一
九
八
五
年
〕
や
桜
井
邦
夫
氏
の
「
近
世

に
お
け
る
東
北
地
方
か
ら
の
旅
」〔『
駒
澤
史
学
』
三
四
・
一
九
八
六
年
〕
な
ど
で
あ

り
、
今
回
紹
介
す
る
山
岳
信
仰
に
関
連
し
た
史
料
と
伝
承
を
め
ぐ
る
参
詣
経
路
の

研
究
は
岩
鼻
通
明
氏
の
「
道
中
記
に
み
る
出
羽
三
山
参
詣
の
旅
」〔『
歴
史
地
理
学
』

一
三
九
、一
九
八
七
年
〕
や
田
中
智
彦
氏
の
前
掲
書
は
じ
め
と
し
て
時
枝
務
氏
の
「
日

記
史
料
と
民
俗
―
『
大
泉
院
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」〔『
民
俗
と
考
古
の
世
界
』
和

田
文
史
先
生
頌
寿
記
念
献
文
集
・
二
〇
〇
〇
〕
な
ど
が
見
ら
れ
る
も
の
、
富
士
山
参
詣

に
関
連
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
散
見
し
な
い
の
で
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
）

「
　
天
保
二
年

　
　
　
　
　
　
　
縦
一
二
・
五
セ
ン
チ
・
横
一
六
・
二
セ
ン
チ
の
袋
綴

　
　
　
冨
士
登
山
日
記
覚
帳

　
　
　
　
卯
六
月
十
五
日

　
　
　
　
」

　
　
　
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
大
磯
尾
張
や

一
　
六
拾
四
文

　
　
　
　
　
　
　
昼
弁
当

　
　
同

一
　
弐
拾
四
文

　
　
　
　
　
　
　
飯
す
み
舟
せ
ん

　
　
同

一
　
六
拾
三
文

　
　
　
　
　
　
　
茶
代

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
原

一
　
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
せ
ん

　
　
同

一
　
廿
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
た
ち
ん

　
　
同

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
う
中

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
元
宿

一
　
百
六
拾
四
文

　
　
　
　
　
　
は
た
ご

　
　
〆
三
百
七
拾
三
文

　
　
一
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
ご

一
　
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
道
了
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
代

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
　
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
了
橋
せ
ん

　
　
同

一
　
三
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
せ
ん

　
　
同

一
　
拾
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し

　
　
同

一
　
七
文

　
　
　
　
　
　
　
足
柄
峠
休

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
ノ
下

一
　
三
拾
弐
文

　
　
　
　
　
は
し
り
わ
ら
じ

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
和
泉
や

一
　
六
拾
四
文

　
　
　
　
　
昼
は
た
ご

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
古
沢
菓
子
や

一
　
三
拾
弐
文

　
　
　
　
　
白
さ
と
う
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同

一
　
六
拾
三
文

　
　
　
　
　
茶
代

　
　
同

一
　
三
拾
七
文

　
　
　
　
　
馬
駄
ち
ん

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
御
師

一
　
三
百
文

　
　
　
　
　
　
は
た
ご

　
　
〆
五
百
六
十
九
文

　

十
七
日

一
　
拾
五
文

　
　
　
　
　
　
た
い
な
い

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
　
七
文

　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
そ
く

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
同

一
　
拾
文

　
　
　
　
　
　
　
茶
代

　
　
十
七
日
よ
り
十
八
日
迄
分

一
　
百
文

　
　
　
　
　
　
　
馬
わ
り

　
　
同

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
　
ま
き
せ
ん

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
御
師

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
　
酒
迎

　
　
十
九
日

　
　
　
　
　
　
山
之
内

一
　
弐
拾
四
文

　
　
　
　
　
道
造
り

　
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
八
合
目

一
　
百
参
拾
弐
文

　
　
　
　
む
ろ
は
た
ご

　
　
同

一
　
四
拾
文

　
　
　
　
　
　
め
し

　
酒

十
九
日

一
　
十
九
文

　
　
　
　
　
　
お
ふ
き
や

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
む
ろ

一
　
弐
拾
文

　
　
　
　
　
さ
ん
水

　
　
十
八
日

　
　
　
　
　
五
合
五
勺
目

一
　
十
文

　
　
　
　
　
　
茶
代

十
九
日

一
　
拾
八
文

　
　
　
　
　
酒
肴

十
八
日

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
そ
う
り

　
　
〆
二
百
十
九
文
壱
足

　
　
廿
日

一
　
百
弐
拾
弐
文

　
　
　
御
山
役
銭

　
　
同

一
　
百
文

　
　
　
　
　
　
綿
入
損
料

　
　
同

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
中
宮
弁
当

　
　
同

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
御
備
餠
代

　
　
同

一
　
八
十
文

　
　
　
　
　
強
力
割
合

　
　
同

一
　
百
文

　
　
　
　
　
　
登
山
酒
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
原
酒
迎

　
　
同

一
　
六
百
文

　
　
　
　
　
上
下
坊
入

　
　
同

一
　
弐
百
文

　
　
　
　
　
茶
代

　
　
〆
壱
貫
弐
百
九
拾
文
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戸
塚
坂
上

　
　
　
　
　
　
森

　
茂
左
衛
門

　
　
廿
日

　
　
　
　
　
　
山
中
茶
や

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
せ
う
中

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
す
ば
し
り

一
　
拾
弐
文

　
　
　
　
　
小
遣

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
古
沢

一
　
七
拾
弐
文

　
　
　
　
白
さ
と
う

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
口

一
　
六
拾
四
文

　
　
　
　
元
祖
様

　
御
燈

　
　
同

一
　
六
拾
九
文

　
　
　
　
茶
代
馬
割

　
　
廿
日

　
　
　
　
　
　
　

一
　
百
六
拾
四
文

　
　
　
竹
ノ
下
泊
り

　
　
同

一
　
弐
拾
壱
文

　
　
　
　
茶
代

　
　
〆
四
百
三
十
文

　
　
廿
日

　
　
　
　
　
　
竹
ノ
下
泊
り

一
　
弐
拾
八
文

　
　
　
　
小
遣

　
　
廿
一
日

　
　
　
　
　
松
田

一
　
拾
八
文

　
　
　
　
　
は
し
銭

　
　
同

一
　
弐
拾
文

　
　
　
　
　
昼
弁
当

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
四
十
八
世

一
　
拾
八
文

　
　
　
　
　
は
し
銭

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
田
原

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
ひ
る
弁
当

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
み
の
げ
茶
や

一
　
弐
拾
四
文

　
　
　
　
酒
肴

　
　
廿
一
日

一
　
弐
拾
四
文

　
　
　
　
御
籤

　
　
廿
一
日

　
　
　
　
　

一
　
弐
百
文

　
　
　
　
　
大
山
泊
り

　
　
同

一
　
弐
拾
弐
文

　
　
　
　
御
肴

　
　
廿
二
日

　
　
　
　
　
田
村

一
　
弐
拾
四
文

　
　
　
　
舟
ち
ん

　
　
廿
二
日

　
　
　
　
　
一
の
宮

一
　
弐
拾
四
文

　
　
　
　
茶
代

　
　
廿
日

一
　
拾
文

　
　
　
　
　
　
小
遣

　
　

　
　
廿
二
日

　
　
　
　
　
四
ッ
谷
い
せ
や

一
　
百
四
拾
三
文

　
　
　
昼
は
た
ご

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
四
ッ
谷

一
　
四
拾
四
文

　
　
　
　
か
み
結
せ
ん

　一
　
拾
八
文

　
　
　
　
　
山
谷
茶
代

　
　
廿
二
日

　
　
　
　
　
か
げ
と
り

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
ま
ん
し
ゃ
う

　
　
〆
□
□
二
十
三
文

　
　
廿
三
日

　
　
　
　
　
か
げ
と
り

一
　
九
文

　
　
　
　
　
　
か
し

　
　
廿
三
日
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一
　
弐
百
五
拾
文

　
　
　
盛
魚
一
ツ

　
　
　
　
　
　
　
日
待

一
　
弐
百
三
十
二
文

　
　
は
た
ご
入
用

　
　
四
百
八
十
九
文

　
　

　
惣
〆
四
貫
百
六
拾
九
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
筆
者
蔵
）

（
2
）

「
　
　
　
　
安
政
二
乙
卯
歳

　
　
　
縦
九
・
七
セ
ン
チ
・
横
二
四
・
一
セ
ン
チ
の
袋
綴

　
　
冨
士
道
中
小
遣
覚
帳

　
　
　
　
　
七
月

　
二
日

　
　
　
出
井
政
司

　
　
」

七
月
三
日

　
出
立

一
　
拾
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
べ
き
祝

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
　
　
　
参
銭

一
　
三
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
中
食
に
し
め

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
干

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
川
渡
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
ち
ん

一
　
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み

一
　
三
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
砂
と
う

一
　
四
拾
文

　
　
　
　
　
　
　
　
利
根
川
渡
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
ち
ん

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
　
　
　
醤
中

一
　
百
七
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
新
郷
柳
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊
り
藤
助

　
　
〆
四
百
十
五
文

同
四
日

一
　
四
拾
文

　
　
　
　
　
　
　
　
新
川
渡
シ
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ヶ
所
休

一
　
六
文

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
お
ん
札
代

一
　
拾
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
お
ん
や
す
み

　
　
同

一
　
六
十
八
文

　
　
　
　
　
　
　
松
山
宿
籠
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
食

　
　
同

一
　
七
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
札
代

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
弐
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
せ
ん

　
　
同

一
　
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
み

　
　
同

一
　
弐
拾
四
文

　
　
　
　
　
　
　
だ
ち
ん

一
　
百
七
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
高
萩
亀
屋
兵
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊
り
せ
ん

　
　
〆
三
百
六
十
八
文

　
　
五
日

一
　
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
入
間
川
渡
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
ち
ん

　
　
同

一
　
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
町
休

　
　
同

一
　
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
せ
ん
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同

一
　
十
一
文

　
　
　
　
　
　
　
　
灰
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
み

　
　
同

一
　
廿
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
中
食

　
　
同

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
玉
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
休

　
　
同

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
休

　
　
同

一
　
廿
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
足

　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
間
木
の

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
番
所

一
　
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
御
ち
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
休

　
　
同

一
　
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
高
尾
山
札

　
　
同

一
　
七
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
道
普
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
人

　
　
同

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
川
渡
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
せ
ん

　
　
同

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
白
砂
糖

　
　
同

一
　
百
八
十
文

　
　
　
　
　
　
　
小
佛
峠
泊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
さ
し
や
権
次
郎

　
　
〆
五
百
八
文

　
　
六
日

一
　
弐
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
二
瀬
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
ち
ん

　
　
同

　
　
　
百
文

　
　
　
　
　
上
野
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
食
代

　
　
同

一
　
五
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
道
普
請

　
　
同

一
　
六
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
鶴
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ね
越
ち
ん

　
　
　
同

　

一
　
六
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
鳥
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
休

　
　
　
同

一
　
弐
百
十
六
文

　
　
　
　
　
　
大
月
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
木
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊
り

　
　
　
　
〆

　
四
百
八
十
弐
文

　
　
　
　
外

　
十
六
文

　
　
酒
代

　
　
　
惣
〆

　
五
百
弐
文

七
日

　



321

［史料紹介ー道中日記史料と民俗］……西海賢二

　
　
上
文
司
様

一
　
六
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
小
札
二
十
枚

一
　
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
大
札
一
枚

一
　
三
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
た
す
き

一
　
四
十
八
文

　
　
　
　
　
　
　
杖
一
本

一
　
百
弐
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
御
山
役
料

一
　
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
綿
入
損
料

一
　
四
十
八
文

　
　
　
　
　
　
　
弁
当
夜
飯

一
　
六
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
餠
代

一
　
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
案
内
強
力

一
　
弐
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ぢ

一
　
三
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
献
上
物

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ば
し
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ぢ
壱
足

一
　
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荷
附

一
　
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
つ
く
り

一
　
廿
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
砂
と
う

一
　
三
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
そ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
て
手
び
き

一
　
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
い

　
　
〆
壱
貫
八
十
三
文

　
三
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
た
す
き
判
代

七
日
七
時
よ
り

一
　
六
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
安
ざ
ん
守

一
　
廿
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ち
代

一
　
九
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
つ
く
り

一
　
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
小
札

一
　
十
三
文

　
　
　
　
　
　
　
　
茶
代

一
　
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
父
胎
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
銭

一
　
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
母
胎
内

　
　
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
返
し
茶
代

一
　
弐
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
夕
飯
茶
代

一
　
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
本
社
修
復
代

一
　
四
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
上
廻
り
参
銭
仕
切

一
　
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
合
五
勺
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊
り
茶
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
式

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
小
御
嶽
札
参
物

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
そ
く
壱
丁

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
一
合
目
よ
り
一
神
迄
道
つ
く
り
代

一
　
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
拝
殿
か
ん
け

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
　
　
　
案
内
人
酒
代

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
八
合
目
茶
代

一
　
弐
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
御
八
龍
廻
り
参
詣
道
つ
く
り

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
茶
菓
子

一
　
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
薬
師
札

一
　
十
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
御
籤
参
銭
代

一
　
三
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ち
壱
足

一
　
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
茶
菓
子
代

一
　
弐
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ぢ

一
　
七
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
中
食
代

一
　
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
茶
菓
子
代
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一
　
三
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
か
み
結
せ
ん

一
　
百
八
十
文

　
　
　
　
　
　
　
竹
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
泉
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
右
衛
門

　
八
日
晩
迄

　
〆
壱
貫
弐
百
十
三
文

九
日

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
休

一
　
三
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
小
田
原
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
了
参
詣
山
役
銭

一
　
三
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
御
札
代

一
　
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
参
銭

一
　
四
十
八
文

　
　
　
　
　
　
　
山
麓
若
木
屋
中
飯

一
　
十
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休
右
茶
代

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
茶
菓
子
代

　

一
　
百
廿
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
川
渡
ち
ん

一
　
弐
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旅
籠
代

一
　
弐
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
寺
へ
茶
代
の
う
経
共

　
〆
五
百
四
十
文

十
日

一
　
弐
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
の
う
き
ょ
う
せ
ん

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休
茶
代

一
　
七
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
子
安
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
飯
代

一
　
百
五
十
文

　
　
　
　
　
　
　
大
山
参
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
人
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
つ
く
り

一
　
三
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
御
札
代
三
枚

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
正
中
代

一
　
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
薬
札

一
　
弐
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
西
泉
坊
泊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旅
籠
代

　
　
〆
五
百
弐
十
六
文

　
外
ニ

　
　
金
壱
両
弐
分
一
朱
也

十
一
日

一
　
拾
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
の
う
経
さ
ん
せ
ん

一
　
拾
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
星
之
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
経

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
シ
せ
ん

一
　
三
拾
六
文

　
　
　
　
　
　
　
渡
シ
舟
ち
ん

一
　
四
十
八
文

　
　
　
　
　
　
　
飯
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
飯
代

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
足

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休

一
　
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
遊
行
寺
案
内

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
中

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
ま
代

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
橋
せ
ん

一
　
三
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
江
ノ
島

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
ち
ん

一
　
三
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
同
所
宿
せ
ん
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一
　
弐
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
酒
代

　
〆
五
百
七
十
文

十
二
日

一
　
六
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
江
ノ
島
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜
倉
尓
か
つ
ぎ

一
　
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
　
　
　
〆
四
ヶ
所  

長
谷
寺  

田
代
寺  

岩
慶
寺  

杦
本
寺

一
　
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
ノ
島
三
ッ
岩
廻
り
参
せ
ん

一
　
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休
茶
代

一
　
九
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
銭

一
　
十
二
文

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
寺
か
へ
ち
や
う

一
　
三
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
百
番
観
音
お
い
絵
代

一
　
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
飯
代

一
　
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休

一
　
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
金
沢
八
景

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
所
山
せ
ん
茶
代

一
　
十
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
八
枚
武
州
金
龍
現
札
所

一
　
弐
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
惣
参
せ
ん

一
　
弐
百
廿
四
文

　
　
　
　
　
　

　
　
〆
七
百
十
弐
文

　
　
　
　
　
程
か
谷
桑
屋
泊
り
せ
ん

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休

　
茶
代

十
三
日

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
大
師
川
原
参
せ
ん

　
同

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
　
　
　
大
森
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
食

　
同

一
　
拾
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
品
川
休

　
同

一
　
拾
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
高
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
学
寺

　
同

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
城
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
詣

　
同

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
神
明

　
同

一
　
八
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
ご
山

　
同

一
　
六
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
墨
筆
代

　
同

　
　
弐
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
菓
子
代

　
　
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙
代

　
　
　
　
此
分
喜
多
屋
迄
遣
物

　
　
　
　
〆
五
百
文

十
四
日

一
　
十
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
浅
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
き
や
う
代

一
　
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
若
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
居

一
　
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
参
詣

一
　
三
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
は
つ
弁
天
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一
　
三
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
島
天

一
　
十
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
妻
恋
稲
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
参
せ
ん

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
明
神
参
詣
致

一
　
四
拾
八
文

　
　
　
　
　
　
　
中
食
代

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
足

一
　
百
七
十
八
文

　
　
　
　
　
　
繪
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
六
枚

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休
茶
代

一
　
弐
百
三
十
弐
文

　
　
　
　
　
千
住
泊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浪
花
屋

　
〆
五
百
八
十
弐
文

　
十
五
日

一
　
六
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
足

一
　
四
十
八
文

　
　
　
　
　
　
　
中
食
代

一
　
五
十
弐
文

　
　
　
　
　
　
　
栗
橋
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
ち
ん

一
　
廿
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
休

一
　
廿
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
田
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
ち
ん

　
〆
弐
百
八
文

　
十
三
口
〆

一
　
七
貫
七
百
廿
八
文

　
　
為
金
壱
両
弐
朱
三
百
四
文

　
　
奉
納
冨
士
参
詣

　
　
　
　
仕
候

　
　
　
　
　
清
右
衛
門

　
　
　
　
　
与
右
衛
門

　
　
　
　
　
泰
三
良

　
　
　
　
　
政
治

　
　
同
行
四
人

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
筆
者
蔵
）

（
1
）・（
2
）
と
も
に
筆
者
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
に
つ
い
て
は

す
で
に
概
略
で
は
あ
る
が
（
1
）
は
筆
者
も
同
人
で
あ
る
月
曜
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
「
共

同
研
究

　
富
士
登
山
日
記
覚
帳
」
を
歩
く
」〔『
年
報
月
曜
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
第
三
・
四
合

併
号
・
一
九
九
八
年
〕、（
2
）は
拙
稿「
同
行
衆
と
富
士
登
山
―
若
者
組
の
通
過
儀
礼
―
」

〔｢

群
馬
歴
史
民
俗｣

二
六
号
・
二
〇
〇
五
年
〕
に
紹
介
し
た
も
の
の
、
紙
幅
な
ど
の
関

係
か
ら
山
岳
信
仰
に
関
連
し
た
民
俗
事
象
な
ど
に
つ
い
て
史
料
か
ら
読
み
解
く
作
業

は
怠
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
本
報
告
で
は
と
く
に
人
生
儀
礼
や
参
詣
道
に
み
ら
れ

た
「
ま
き
せ
ん
」
と
い
う
行
為
な
ど
に
的
を
し
ぼ
っ
て
報
告
す
る
。

（
1
）
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
現
在
の
神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
町
に

居
住
し
て
い
た
、
筆
者
の
類
縁
に
あ
た
る
富
士
講
・
山
真
講
の
講
員
で
あ
り
、
講

の
世
話
役
に
あ
っ
た
森
茂
左
衛
門
が
認
め
た
富
士
登
山
の
道
中
日
記
で
あ
る
。
森

茂
左
衛
門
は
相
模
国
戸
塚
坂
上
、
汲
沢
村
に
居
住
し
寛
政
・
文
化
・
文
政
・
天
保

年
間
（
記
録
上
は
天
保
十
二
年
頃
ま
で
）
頃
ま
で
伊
勢
講
・
富
士
講
の
講
員
、
と

く
に
富
士
講
（
山
真
講
）
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

　
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
は
、
翌
年
に
富
士
山
で
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）

六
月
に
入
定
し
た
身
禄
行
者
の
百
回
忌
を
迎
え
る
前
年
で
あ
り
、
山
真
講
で
も
そ

の
準
備
が
は
じ
ま
っ
た
最
中
の
道
中
日
記
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　
森
茂
左
衛
門
は
天
保
二
年
に
、
富
士
登
山
を
行
う
前
後
に
史
料
上
で
確
認
さ
れ

る
も
の
と
し
て
、
富
士
山
を
は
じ
め
と
し
て
の
以
下
の
寺
社
を
参
詣
し
た
日
記
を

残
し
て
い
る
。
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　（
1
） 

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
正
月
か
ら
三
月
ま
で
伊
勢
参
宮

　（
2
）  

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
六
月
か
ら
七
月
ま
で
富
士
山
登
拝
（
当
時
戸
塚

　
　
　
　
に
は
茂
左
衛
門
の
師
匠
で
あ
る
、
富
士
講
講
元
長
谷
川
藤
行
の
傘
下
に

　

　
　
　
　
二
八
三
名
の
講
員
が
い
た
）

　（
3
）  

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
六
月
十
日
か
ら
富
士
山
登
拝

　（
4
）  
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
七
月
、
富
士
山
登
拝

　（
1
）
～
（
4
）
筆
者
蔵

　
森
茂
左
衛
門
の
所
属
し
た
山
真
講
は
食
行
身
禄
の
系
譜
に
連
な
る
講
中
で
、
北
村

鏡
月
（
享
保
十
八
年
六
月
二
一
日
か
ら
三
一
日
間
、
身
禄
の
入
定
を
手
伝
っ
た
と
さ

れ
る
弟
子
、
田
辺
十
郎
右
衛
門
の
こ
と
で
、
今
日
の
富
士
吉
田
市
上
吉
田
で
御
師
を

継
続
さ
れ
て
い
る
大
国
屋
さ
ん
が
そ
の
末
裔
で
あ
る
）
か
ら
、
仙
行
伸
月
、
眞
行
妙

の
系
列
に
あ
り
、
武
蔵
国
と
相
模
国
の
一
部
に
教
線
を
拡
大
し
て
い
た
組
織
の
一
員

で
あ
っ
た
。

　
森
茂
左
衛
門
は
山
眞
講
の
講
員
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
そ
の
後
を
受
け
継
い
だ
の

が
、
森
正
行
明
寿
（
天
保
十
二
年
こ
ろ
よ
り
富
士
講
に
加
入
し
た
と
み
ら
れ
る
）
そ

の
後
幕
末
に
は
森
照
行
眞
山
が
継
続
し
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
照
行
眞
山
は
東
京
麻

生
に
住
し
て
い
た
扶
桑
教
の
小
講
義
安
藤
禄
行
参
眞
の
傘
下
に
入
り
、
教
導
職
試
補

と
し
て
富
士
信
仰
の
拡
大
に
関
わ
っ
た
も
の
の
、
明
治
の
末
年
か
ら
大
正
期
に
は
富

士
信
仰
も
消
滅
寸
前
と
な
り
、
昭
和
に
至
っ
て
自
然
消
滅
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
「
富
士
登
山
日
記
覚
帳
」
か
ら
は
、
戸
塚
を
出
発
、
富
士
登
山
、
帰
宅
す
る

ま
で
の
七
泊
八
日
の
行
程
と
戻
っ
て
か
ら
の
、
恐
ら
く
浅
間
社
か
ら
頂
い
て
き
た
お

札
の
配
付
を
か
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
史
料
中
の
「
廿
三
日

　
一

　
弐
百
五
拾
文

　
盛
魚
一
ツ

　
日
待
」
の
記
載
か
ら
も
講
中
に
よ
る
お
日
待
ち
が
開
催
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
今
回
は
こ
の
う
ち
「
一

　
四
拾
八
文

　
ま
き
せ
ん
」
と
い
う
も
の
に
的
を
し
ぼ
っ

て
、
登
山
ル
ー
ト
上
で
筆
者
が
確
認
し
た
「
撒
き
銭
」
の
習
俗
に
注
目
し
て
、
と
く

に
東
海
道
・
甲
州
街
道
お
よ
び
そ
の
他
の
脇
往
還
を
中
心
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
富

士
道
」
と
称
さ
れ
た
地
域
で
確
認
し
た
も
の
を
紹
介
す
る
。

　
撒
き
銭
は
今
日
で
も
散
見
す
る
が
、筆
者
が
実
見
し
た
の
は
、武
州
御
嶽
山
に
太
々

神
楽
を
奉
納
す
る
講
中
で
あ
る
。
太
々
講
中
（
武
州
御
嶽
講
）
の
一
団
は
、
今
日
で

も
出
立
に
先
立
っ
て
講
中
全
員
で
、
前
日
、
も
し
く
は
前
々
日
に
講
元
宅
で
、
講
中

に
よ
っ
て
区
々
で
あ
る
が
、
三
斗
な
い
し
四
斗
の
餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
そ
の
餠
を
丸

餠
に
し
た
り
、
達
磨
の
型
な
ど
に
し
て
持
参
し
て
い
る
。
餠
を
持
参
す
る
講
中
は
農

村
部
に
多
く
、
と
り
わ
け
埼
玉
県
の
比
企
郡
、
入
間
周
辺
の
講
中
は
餠
を
持
参
す
る

こ
と
が
多
い
。

　
太
々
講
中
が
持
参
す
る
の
は
餠
の
外
に
、
大
根
、
白
菜
、
人
参
、
牛
蒡
な
ど
を
持

参
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
特
徴
的
な
の
は
、
講
中
の
在
る
地
域
、
地
域
の
特
産
物
を

持
参
す
る
こ
と
が
顕
著
な
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
埼
玉
県
下
、
熊
谷
、
深
谷
方

面
の
講
中
は
葱
、
千
葉
県
山
武
郡
や
君
津
方
面
で
は
落
花
生
、
東
京
の
江
東
区
舟
堀

講
中
で
は
蛤
、
神
奈
川
県
秦
野
市
太
々
講
中
は
落
花
生
、
同
県
足
柄
上
郡
開
成
町
付

近
の
講
中
で
は
苺
な
ど
と
い
う
の
が
そ
の
数
例
で
あ
る
。
持
参
す
る
奉
納
物
も
、
か

な
り
の
数
量
に
の
ぼ
り
、
太
々
講
中
が
山
麓
滝
本
（
東
京
都
青
梅
市
）
付
近
に
到
着

す
る
と
、
戦
前
頃
ま
で
は
、
各
々
の
御
師
は
、「
ツ
カ
イ
バ
シ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
雇

用
人
を
各
御
師
マ
ー
ク
の
幟
を
も
っ
て
出
迎
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は

「
御
嶽
菅
笠
」の
表
紙
に
み
ら
れ
る
よ
う
に「
御
造
酒
講
中
」「
太
々
御
神
楽
講
中
」「
年

参
講
中
」「
代
参
講
中
」「
御
狗
講
中
」
と
染
め
ぬ
か
れ
た
幟
を
も
っ
た
講
中
が
、
現

在
の
青
梅
市
の
二
俣
尾
付
近
か
ら
一
の
鳥
居
（
現
青
梅
市
御
岳
払
沢
付
近
）
付
近
に

講
中
が
到
着
す
る
と
、御
師
と
「
ツ
カ
イ
バ
シ
リ
」
が
出
迎
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

と
く
に
、
奉
納
物
の
多
い
講
中
や
講
元
が
老
齢
の
場
合
は
、
や
は
り
そ
の
付
近
ま
で

「
ツ
カ
イ
バ
シ
リ
」
の
二
、三
人
が
駕
籠
を
も
っ
て
出
迎
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
太
々
講
中
が
武
州
御
嶽
山
を
参
拝
す
る
場
合
、
沿
道
に
お
い
て
、
餠
や
銭
を
投
げ

て
い
っ
た
ら
し
く
、
下
成
木
（
現
青
梅
市
下
成
木
小
中
尾
、
中
里
）
周
辺
で
は
、
以

前
飯
能
方
面
か
ら
御
嶽
山
へ
行
く
人
が
通
る
道
筋
で
あ
っ
た
。周
辺
の
子
ど
も
達
は
、

御
嶽
太
々
講
中
の
一
団
を
み
る
と
、「
ヒ
ッ
キ
ョ
ウ
、
ヒ
ッ
キ
ョ
ウ
」
と
い
っ
て
つ

き
ま
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、銭
を
投
げ
な
い
で
行
く
も
の
が
あ
る
と
、



326

国立歴史民俗博物館研究報告
第 155集　2010年 3月

「
イ
チ
モ
ン
モ
タ
ズ
ノ
ヤ
ケ
ド
ウ
シ
ャ
、
サ
ト
カ
ラ
ヤ
ケ
テ
キ
ヤ
ガ
ッ
タ
」
と
は
や

し
た
て
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
地
域
で
も
、
た
と
え
ば
入
間
市
と
青

梅
市
を
結
ぶ
周
辺
の
沿
道
住
民
か
ら
も「
ミ
タ
ケ
ド
ウ
シ
ャ
オ
ト
ヲ
タ
テ
テ
ト
オ
ル
」

な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
村
中
を
通
る
と
き
に
、
餠
な
ど
を
振
舞
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
こ
う
し
た
講
中
は
、お
そ
ら
く
太
々
神
楽
を
奉
納
す
る
講
中
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、

現
在
で
も
、
サ
カ
ド
前
（
御
嶽
山
）
に
て
、
講
社
が
太
々
神
楽
を
奉
納
し
て
も
、
ま

き
銭
、ま
き
餠
を
し
な
い
と
、御
嶽
山
の
人
々
、と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
が
「
ケ
チ
ッ

チ
、
ケ
チ
ッ
チ
」
と
太
々
講
中
を
嘲
笑
す
る
こ
と
が
稀
に
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
に
、

こ
れ
と
類
似
す
る
事
が
道
中
に
か
な
り
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。〔
拙
著
『
武
州
御
嶽
山

信
仰
史
の
研
究
』
名
著
出
版
・
一
九
八
三
年
〕

　
富
士
登
山
を
め
ぐ
る
「
ま
き
せ
ん
」
は
実
見
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
各
地
の
民
俗

調
査
報
告
書
な
ど
に
散
見
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
数
例
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
昭
和
三
年
に
井
野
辺
茂
雄
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
『
富
士
の
信
仰
（＜

富
士
の
研
究

三＞

）』〔
古
今
書
院
〕
に
よ
る
と
、
甲
州
街
道
沿
い
の
高
井
戸
・
烏
山
、
国
領
、
石

原
な
ど
の
村
々
で
は
、
富
士
の
導
者
に
賎
児
ら
が
群
が
り
集
い
、
道
を
ふ
さ
い
で

「
ビ
ッ
キ
ョ
マ
ア
キ
ャ
レ
、
オ
ン
ド
ウ
ジ
ャ
」
な
ど
と
さ
わ
ぎ
な
が
ら
銭
を
請
う
の

で
煩
わ
し
い
、
と
富
士
講
導
者
の
様
子
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
天
保

十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
僧
在
融
の
著
し
た
『
扶
兹
日
記
』
か
ら
抄
筆
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。「
ビ
ッ
キ
ョ
」
と
は
、
銭
を
指
す
も
の
で
、
か
つ
て
は
ビ
タ
銭
と
い
う
粗

悪
な
銭
が
撒
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
芙
蓉
亭
蟻
乗
の
著
わ
し
た
『
富
士
日
記
』
に
は
、

人
穴
か
ら
船
津
に
来
る
と
、
土
地
の
子
供
達
が
大
勢
集
ま
っ
て
き
て
「
ヨ
ヨ
お
ん
ど

う
じ
ゃ
さ
ん
、ま
よ
せ
ん
、く
だ
あ
せ
ん
ヨ
ヨ
」と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は「
御

導
者
様
、
銭
下
さ
れ
ま
せ
」
と
い
う
意
味
合
い
で
、
導
者
ら
が
宿
坊
を
出
立
す
る
に

さ
い
し
て
、
門
出
の
祝
い
に
座
敷
に
沢
山
銭
を
撒
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
門
前
に
出
る
と
女
子
供
が
、「
ヨ
ヨ
御
山
入
り
を
祝
わ
ん
せ
、
せ
ん
ま
か
あ
ん
せ
、

お
ん
ど
う
じ
ゃ
」
と
い
っ
て
取
り
巻
い
た
と
も
と
も
言
う
。
そ
の
後
、
浅
間
社
に
至

り
、
竜
ケ
馬
、
馬
返
し
ま
で
来
る
と
、
馬
子
ど
も
が
、「
御
道
者
ヨ
ヨ
、
御
神
酒
を

い
た
だ
か
せ
て
く
れ
」
と
口
々
に
罵
る
の
で
銭
を
撒
い
て
や
る
と
大
騒
ぎ
し
て
拾
う

も
の
で
あ
っ
た
と
紹
介
し
て
お
り
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
、
富
士
周
辺
で
は
か
な
り

一
般
化
し
た
習
俗
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
が
「
一

　
四
拾
八
文

　
ま
き
せ

ん
」
の
記
述
か
ら
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
筆
者
も
、
昭
和
五
十

年
代
に
御
嶽
山
で
経
験
し
た
が
、
気
前
の
い
い
都
市
の
講
中
な
ど
で
は
一
回
に
十
万

円
程
度
も
投
げ
て
お
り
、
沿
道
住
民
達
に
と
っ
て
は
ま
た
と
な
い
臨
時
収
入
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
森
茂
左
衛
門
も
四
拾
八
文
を
投
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
昼
旅
籠

の
値
段
に
近
く
、橋
銭
な
ど
の
八
倍
か
ら
十
倍
ほ
ど
の
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

住
民
達
の
撒
き
銭
に
対
す
る
喜
び
は
一
入
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、こ
の
「
撒
き
銭
」

が
「
酒
迎
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
り
、
日
記
に
は
同

日
に
「
一

　
四
拾
八
文

　
酒
迎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
（
1
）・（
2
）
で
紹
介
し
た
富
士
登
山
の
道
中
日
記
で
確
認
さ
れ
た
参
詣
ル
ー

ト
上
と
思
わ
れ
る
各
地
域
の
「
ま
き
せ
ん
」（
一
部
「
ま
き
も
ち
」
を
含
む
）
を
め

ぐ
る
習
俗
を
報
告
す
る
。
た
だ
し
、
調
査
報
告
書
お
よ
び
筆
者
調
査
デ
ー
タ
の
不
備

も
あ
り
、す
べ
て
が
富
士
参
詣
に
関
わ
る
「
ま
き
せ
ん
」
の
民
俗
事
象
だ
け
で
な
く
、

人
生
儀
礼
な
ど
に
と
も
な
う
一
般
的
な
「
ま
き
せ
ん
」
の
伝
承
も
多
少
は
含
ん
で
い

る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
神
奈
川
県
藤
沢
市
遠
藤
で
は
、
建
築
儀
礼
と
し
て
、
棟
梁
が
ヨ
ス
ミ
モ
チ
を
撒
く
。

直
径
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
の
煎
餅
の
様
な
丸
く
へ
ん
ぺ
い
な
餠
を
撒
く
。ま
た
、

こ
の
餠
の
中
に
は
銭
（
百
円
程
度
）
を
入
れ
、
こ
れ
を
紅
白
二
枚
ず
つ
家
の
四
隅
か

ら
撒
く
。
そ
の
後
、棟
に
上
が
っ
た
客
や
棟
梁
が
餠
を
撒
く
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。

〔『
神
奈
川
県
史

　
各
論
編
5
民
俗
』
一
九
七
七
・
四
二
七
～
四
三
〇
頁
〕

　
足
柄
上
郡
山
北
町
向
原
で
は
、
屋
根
葺
き
を
終
え
る
と
五
升
三
合
三
夕
の
サ
ナ
ゴ

で
オ
モ
チ
モ
チ
と
い
う
も
の
を
作
る
。
こ
の
時
、
団
子
も
作
り
近
所
へ
配
る
こ
と
も

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
家
が
見
え
る
家
で
は
煮
て
食
べ
、
見
え
な
い
家
で
は
焼
い
て
食
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べ
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
大
黒
柱
に
テ
シ
オ
を
萱
で
作
り
吊
る

し
て
、
そ
れ
に
舟
の
形
な
ど
各
種
の
「
モ
ノ
」
を
作
り
差
し
、
カ
ツ
ブ
シ
も
下
げ
る
。

ト
ウ
モ
チ
と
よ
ば
れ
る
餠
を
膳
に
の
せ
屋
根
に
上
り
、
屋
根
ば
さ
み
で
ト
ウ
モ
チ
を

切
っ
て
撒
く
こ
と
が
あ
っ
た
。〔『
神
奈
川
県
史

　
各
論
編
5
民
俗
』
一
九
七
七
・
四
二
七

～
四
三
〇
頁
〕

　
綾
瀬
で
は
、「
投
げ
餠
」
に
は
丸
餠
と
四
方
餠
の
他
に
お
金
、
菓
子
な
ど
を
用
意

し
て
、
大
工
が
祝
詞
を
あ
げ
た
あ
と
に
、
家
の
主
人
や
跡
取
り
、
親
戚
の
他
に
大
工

の
棟
梁
な
ど
が
桟
敷
や
台
の
上
か
ら
投
げ
た
と
い
う
。
四
方
餠
を
拾
っ
た
人
は
運
が

良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
餠
は
親
戚
な
ど
が
朱
塗
り
の
飯
台
（
オ
ハ
チ
）
に

入
れ
て
お
祝
い
に
持
っ
て
き
た
と
い
う
。「
ご
縁
が
あ
る
よ
う
に
」
と
い
っ
て
、
五

円
玉
に
紅
白
の
水
引
を
結
ん
だ
も
の
や
赤
い
紙
に
包
ん
だ
も
の
を
用
意
し
、
四
方
餠

に
は
五
百
円
玉
を
入
れ
る
。
朱
が
火
色
に
通
じ
て
火
事
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

家
に
よ
っ
て
は
朱
色
の
投
げ
餠
や
お
供
え
餅
を
嫌
う
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ

の
投
げ
餠
の
終
了
後
は
宴
会
に
な
っ
た
と
い
う
。〔『
綾
瀬
市
史
8
（
下
）
別
編
民
俗
』

二
〇
〇
一
・
六
六
～
六
七
頁
〕

　
次
に
大
山
や
富
士
参
詣
を
中
心
に
し
た
「
ま
き
せ
ん
」
に
つ
い
て
の
事
例
を
紹
介

す
る
。
富
士
講
の
導
者
に
よ
る
「
ま
き
せ
ん
」
に
つ
い
て
は
井
野
辺
茂
雄
氏
の
文
政

六
（
一
八
二
三
）
年
の
『
富
士
日
記
』、天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
の
『
扶
兹
日
記
』

の
記
載
か
ら
の
江
戸
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
前
掲
し
た
が
、
柳
田
國
男
も
富
士
講
導

者
の
「
ま
き
せ
ん
」
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

　
今
は
東
京
市
内
に
な
っ
た
高
井
戸
あ
た
り
の
子
ど
も
も
と
は
甲
州
街
道
に
出
て
富

士
登
り
の
導
者
に
、「
お
撒
き
や
あ
れ
お
導
者
、お
山
の
天
気
も
良
か
ろ
う
に
」と
言
っ

て
銭
を
撒
く
こ
と
を
ね
だ
っ
た
。
も
し
撒
か
ず
に
行
っ
て
し
ま
う
と
後
か
ら
「
風
吹

け
、
雨
降
れ
」
と
い
う
よ
う
な
悪
口
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
百
年
ほ
ど
前
の
紀
行
文

に
見
え
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。〔『
こ
ど
も
風
土
記
』
朝
日
新
聞
社

　
一
九
四
二
〕

こ
の
柳
田
の
報
告
は
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
の
も
の
で
あ
り
、
百
年
前
の
紀
行

文
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
井
野
辺
茂
雄
氏
が
紹
介
し

た
文
政
年
間
と
天
保
年
間
の
文
献
を
基
礎
に
し
た
報
告
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
後
、
戦
後
五
十
年
来
、
富
士
講
研
究
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
岩
科
小
一
郎
は
井

野
辺
、
柳
田
の
報
告
し
た
富
士
導
者
の
「
ま
き
せ
ん
」
習
俗
が
甲
州
街
道
か
つ
北
口

（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）
周
辺
を
中
心
に
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
富
士
山
の
登
拝
口
の
一
つ
で
あ
る
大
宮
口
（
表
口
）
の
事
例
を
中
谷
顧
山
の
ま

と
め
た
『
富
嶽
日
記
』
の
記
載
か
ら
紹
介
し
て
い
る
。〔
岩
科
小
一
郎
『
富
士
講
の
歴

史
　
江
戸
庶
民
の
山
岳
信
仰
』
名
著
出
版

　
一
九
八
三
〕　

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
岩
本
村
か
ら
馬
で
大
宮
へ
向
う
途
中
、
村
の
子
ど
も
達
が
「
セ

ウ
セ
ウ
オ
ア
シ
カ
ル
カ
レ
、
山
ヲ
カ
レ
」
と
口
々
に
さ
わ
ぎ
、
一
銭
ず
つ
銭
を
投
げ

る
と
皆
帰
っ
て
ゆ
く
と
い
う
。
中
谷
顧
山
は
大
坂
の
人
で
あ
り
、
南
口
か
ら
の
富
士

登
山
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
享
保
七
年
か
ら
一
一
年
に
か
け
て
『
富
嶽
日
記
』

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
状
況
は
一
八
世
紀
前
半
の
も
の
と
見
て
差
し
支
え

な
い
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
富
士
吉
田
市
の
郷
土
史
家
で
あ
る
岩

佐
忠
雄
氏
に
富
士
参
詣
講
中
の
「
ま
き
せ
ん
」
に
つ
い
て
の
聞
取
り
調
査
を
試
み
て

お
り
、
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
撒
き
銭
と
は
導
者
の
発
意
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
、
場
々
な

ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
導
者
の
発
意
を
表
へ
出
さ
せ
よ
う
と
囃
し
た
て
、
期
待
に
反
す
る

と
悪
口
を
浴
び
せ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
強
要
で
あ
る
が
、
道
中
風
物
と
し
て
旅
人
の

耳
目
を
引
く
光
景
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。〔
岩
科
小
一
郎
『
富
士
講
の
歴
史

　
江
戸
庶

民
の
山
岳
信
仰
』
名
著
出
版

　
一
九
八
三
〕

　
ま
た
、「
撒
き
銭
」
の
光
景
は
幕
末
の
『
滑
稽
富
士
詣
』
に
は
、
江
戸
を
出
立
し

て
吉
田
へ
致
り
、
富
士
山
に
登
頂
し
て
か
ら
須
走
口
に
下
り
、
箱
根
を
越
え
て
小
田

原
へ
出
て
、
道
了
尊
に
寄
っ
て
蓑
毛
に
回
る
。
そ
の
後
、
大
山
へ
登
っ
て
横
浜
を
見

物
を
し
て
江
戸
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
ル
ー
ト
を
紹
介
し
た
も
の
の
な
か
に
、
箱

根
権
現
を
詣
で
る
と
こ
ろ
で
、
大
勢
の
子
ど
も
達
が
講
中
の
周
り
に
や
っ
て
来
て
、

「
び
っ
き
ょ
を
よ
ゥ
、
び
っ
き
を
く
れ
せ
ぇ
、
ヨ
ウ
ヨ
ウ
、
権
現
様
の
び
っ
き
く
れ

せ
へ
、
足
ィ
た
っ
し
ゃ
に
な
る
の
だ
か
ら
さ
サ
」
呼
び
か
け
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
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て
い
る
。〔
興
津
要
『
仮
名
垣
魯
文

　
文
明
開
化
の
戯
作
者
』
有
隣
堂

　
一
九
九
三
〕

　
さ
ら
に
富
士
と
大
山
と
の
参
詣
習
俗
と
し
て
相
模
国
内
の
「
撒
き
銭
」
を
紹
介
し

た
も
の
に
『
大
山
道
中
膝
栗
毛
』〔
神
奈
川
県
図
書
館
協
会
『
武
相
膝
栗
毛
』
神
奈
川
県

郷
土
資
料
集
成
一
〇

　
一
九
八
三
〕
に
は
「
ま
あ
ァ
か
い
ナ
御
同
者
、お
山
め
へ
り
ゃ
ァ

金
持
だ
ァ
、
石
尊
め
へ
り
ャ
銭
持
ち
だ
、
銭
持
金
持
田
地
も
ち
ィ
、
で
ん
ち
を
は
ち

り
ゃ
う
安
々
と
ウ
、
千
両
万
両
も
う
か
る
よ
お
ヲ
に
、
小
金
の
花
の
散
る
よ
う
に
ィ
、

一
貫
ざ
ァ
し
く
ゥ
ち
ょ
う
と
ヲ
い
て
、
さ
あ
ら
り
さ
っ
と
ま
あ
か
い
な
ァ
、
白
鷺
な

ん
ぞ
の
舞
う
よ
お
ヲ
に
、
さ
あ
ら
り
さ
っ
と
ま
ァ
か
い
な
、
ま
ァ
か
い
な
御
同
者
」

と
見
事
な
ま
で
弁
舌
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
渋
谷
か
ら
世
田
谷
を
経
て
、
厚
木

に
達
す
る
大
山
街
道
の
一
風
景
で
あ
る
。

　
相
模
の
大
山
は
富
士
山
と
姉
妹
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
こ
と
が
富
士
山
だ
け
を

登
っ
て
、
大
山
を
登
ら
な
い
こ
と
を
「
富
士
の
片
参
り
」
と
い
っ
て
忌
避
す
る
こ
と

が
よ
く
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
と
く
に
十
九
世
紀
以
降
は
富
士
・
道
了
尊
・
大
山
・

江
ノ
島
・
金
沢
八
景
・
鎌
倉
な
ど
は
セ
ッ
ト
化
さ
れ
て
参
詣
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。

　
大
山
導
者
を
め
ぐ
る
「
ま
き
せ
ん
」
を
め
ぐ
っ
て
は
東
京
都
の
事
例
と
し
て
、
板

橋
区
か
ら
練
馬
区
を
経
由
し
て
、
石
神
井
・
田
無
、
府
中
を
通
る
大
山
街
道
に
て
、

「
び
っ
ち
ょ
投
げ
て
御
道
士
、
ま
か
ぬ
た
ね
は
は
え
ね
ぇ
よ
」
と
子
ど
も
た
ち
が
銭

を
乞
う
た
と
い
う
。〔
岩
科
小
一
郎
『
富
士
講
の
歴
史

　
江
戸
庶
民
の
山
岳
信
仰
』
名
著

出
版

　
一
九
八
三
〕
ま
た
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
鎌
倉

江
ノ
嶋
大
山

　
新
板
往
来
雙
六

　
柳
亭
種
彦
撰

　
前
北
斎
為
一
図
』と
い
う
双
六
は
、

鎌
倉
の
名
所
旧
跡
、
神
社
仏
閣
巡
り
と
大
山
参
詣
と
江
ノ
島
参
詣
を
一
組
と
し
た

コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
る
。こ
の「
腰
越
」の
コ
マ
に
、「
お
江
戸
の
旅
人
は
お
金
持
ち
、

ひ
と
つ
貫
諸
の
口
を
抜
い
て
お
撒
き
な
さ
い
」
と
、
子
ど
も
ら
が
囃
し
て
、
旅
人
の

路
銀
を
せ
び
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
同
様
な
情
景
が
馬
絹
・
橘
樹
郡
の

コ
マ
に
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
「
ま
き
せ
ん
」
が
か
な
り
一
般
化
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
藤
沢
市
鵠
沼
の
上
村
か
ら
辻
堂
へ
通
る
道
は
、
か
つ
て
富
士
山
・
大
山
詣
で
の
帰

参
の
ル
ー
ト
上
に
位
置
し
た
村
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
に
こ
ん
な
囃
し
歌
が
あ
る
。

「
お
ん
道
者
、
お
ん
道
者
、
通
る
道
者
は
め
で
た
い
道
者
で
お
山
へ
か
か
っ
て
白
金
、

黄
金
・
お
江
戸
の
道
者
は
金
持
ち
だ
お
金
を
ざ
ら
り
ざ
ら
り
と
お
ま
き
な
さ
い
」
ま

た
は
「
お
ん
道
者
・
お
ん
道
者

　
お
江
戸
の
道
者
は
よ
い
道
者
、
銭
も
ち
宝
も
ち
」

と
、
四
ツ
谷
、
引
地
を
経
由
し
て
こ
の
道
を
江
ノ
島
へ
向
う
導
者
た
ち
か
ら
銭
を
乞

う
と
き
の
も
の
で
あ
る
。〔『
藤
沢
の
わ
ら
べ
歌
』
藤
沢
市
教
育
文
化
研
究
所

　
五
四
頁

　
一
九
七
二
年
〕

　
ま
た
、
富
士
・
大
山
を
め
ぐ
る
「
ま
き
せ
ん
」
と
直
接
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が

天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
頃
と
さ
れ
る
『
富
士

　
大
山

　
道
中
雑
記
』
に
は
、
旅

人
が
時
宗
の
総
本
山
藤
沢
山
遊
行
寺
に
詣
で
た
祭
、
子
ど
も
が
道
案
内
を
す
る
か
わ

り
に
銭
を
乞
う
て
い
た
こ
と
や
、
江
ノ
島
で
は
子
ど
も
達
が
海
へ
飛
び
込
ん
で
は
サ

ザ
エ
な
ど
を
取
っ
て
旅
人
を
喜
ば
せ
て
は
銭
を
乞
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。〔『
藤
沢
市
史

　
第
二
巻
資
料
編
』
藤
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　

一
九
七
三
年
〕

　
秦
野
市
域
の
う
ち
で
も
山
間
部
で
は
大
山
導
者
は
大
正
初
年
頃
ま
で
十
五
～
二
十

人
の
団
体
で
菅
笠
を
か
ぶ
っ
て
通
っ
て
い
た
と
い
う
。
講
中
が
各
御
師
宅
に
来
る
と

「
○
○
講
中
」
と
染
め
抜
い
た
マ
ネ
キ
を
格
子
戸
に
吊
る
さ
れ
、大
山
登
拝
に
先
立
っ

て
「
撒
き
銭
」
を
し
た
。
ま
た
、子
供
た
ち
は
銭
を
撒
く
こ
と
を
知
っ
て
い
る
た
め
、

導
者
た
ち
の
後
を
つ
け
て
「
金
を
く
れ
、
金
を
く
れ
」
と
銭
を
ね
だ
る
光
景
が
よ
く

見
ら
れ
た
と
い
う
。〔
拙
著
『
秦
野
市
史

　
別
編
民
俗
編
』
秦
野
市

　
一
九
八
七
年
〕

　
同
じ
く
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
開
成
町
で
は
大
山
は
、
雨
乞
と
い
う
性
格
と
一
人
前

の
山
（
通
過
儀
礼
と
し
て
登
山
す
る
）
な
ど
と
い
う
性
格
を
見
出
せ
る
が
、
そ
れ
に

も
ま
し
て
こ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
戦
前
ま
で
は
経
済
的
に
も
重
要
な
山
で
あ
っ

た
こ
と
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
昭
和
十
年
代
ま
で
農
家
の
次
、
三
男
が
、

大
山
の
強
力
に
出
か
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
二
年
生
ま
れ
の
農
家
の
四
男
に

生
ま
れ
た
強
力
経
験
者
の
話
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
こ
の
男
性
が
大
山
の
強
力
に
は

じ
め
て
行
っ
た
の
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
地
域
で
は
六
月
の
二
十
七
、八
日
頃
に
な
る
と
田
植
え
も
終
わ
り
、
そ
の
後

一
番
草
・
二
番
草
・
三
番
草
を
経
て
、
七
月
二
十
二
、三
日
頃
に
は
農
作
業
も
一
段

落
す
る
。
そ
こ
で
農
家
の
次
、
三
男
た
ち
は
よ
く
大
山
の
特
定
の
御
師
と
提
携
を
結

ん
で
強
力
に
出
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
個
人
で
提
携
を
結
ぶ
の
で
は
な
く
、
延
沢
の

丁
さ
ん
と
Ｎ
さ
ん
と
い
う
大
山
の
強
力
を
手
配
す
る
人
が
い
て
、
こ
の
人
が
一
手
に

引
き
受
け
て
こ
れ
を
青
年
衆
に
連
絡
を
と
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
御
師
の
所
に
出
か
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
話
者
の
記
憶
で
は
は
っ
き
り
し
た
数
で
は
な
い
が
、
昭
和

八
年
頃
に
は
酒
田
村
（
現
、
足
柄
上
郡
開
成
町
）
だ
け
で
も
五
〇
人
以
上
が
大
山

に
強
力
と
し
て
出
か
け
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
男
だ
け
で
な
く
女
衆
の
な
か
に
も

一
〇
人
か
ら
二
〇
く
ら
い
が
大
山
の
「
お
膳
拵
え
」（
御
師
の
裏
方
、
す
な
わ
ち
料

理
番
な
ど
）
に
出
か
け
た
よ
う
で
、
酒
田
村
だ
け
で
七
〇
人
以
上
の
人
が
、
大
山
に

い
わ
ゆ
る
農
閑
稼
ぎ
と
し
て
出
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
稼
ぎ
に
出
て
い
た
時
に
蓑
毛

の
集
落
で
は
家
の
丈
口
に
賽
銭
箱
に
類
す
る
も
の
を
置
い
て
お
く
と
富
士
や
大
山
の

導
者
が
賽
銭
を
投
入
れ
て
行
っ
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。〔
拙
著
『
近

世
の
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
周
縁
社
会
』
臨
川
書
店

　
二
〇
〇
六
年
〕

　
富
士
・
大
山
の
導
者
だ
け
が
対
象
で
は
な
い
が
、
富
士
参
詣
の
導
者
が
相
模
国
を

通
過
し
た
記
録
を
前
掲
し
た
な
か
に
「
一

　
弐
拾
四
文

　
舟
ち
ん

　
　
廿
二
日

　
　

一
の
宮
」
と
あ
る
寒
川
町
周
辺
の
村
々
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
う
し
た
導
者
ら
か

ら
金
品
を
乞
う
行
為
を
厳
し
く
戒
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
の
「
往
来
に
て
小
児
共
銭
ね
だ
り
取
る
に
つ
き
取
締
り

申
し
渡
し
」〔『
寒
川
町
史
3

　
資
料
編
近
世
（
3
）』
寒
川
町

　
一
九
九
七
年
〕
に

　
　
近
来
正
月
之
内
村
々
ニ
お
ゐ
て
小
児
共
寄

　
　
集
居
、
往
還
江
泥
縄
等
引
張
、
往
来
之
も
の

　
　
江
迷
惑
為
致
、
銭
ね
だ
り
取
、
飴
菓
子
杯
買

　
　
喰
致
候
を
能
事
ニ
心
得
、
追
々
増
長
、
中
ニ

　
　
者
右
銭
を
元
手
ニ
致
賭
事
ニ
携
候
族
も
有
之

　
　
候
哉
ニ
相
聞
、
物
貰
同
様
之
所
業
以
之
外
成

　
　
儀
ニ
候
、
右
者
畢
意
親
々
共
養
育
方
不
宜
よ
り

　
　
起
候
事
ニ
付
、
重
而
右
体
之
儀
い
た
す
間
敷

　
　
旨
、
小
児
共
江
急
度
申
聞
、
村
役
人
ニ
お
ゐ

　
　
て
も
精
々
差
止
可
申
、
此
上
廻
村
先
ニ
而
右

　
　
様
之
儀
及
見
聞
候
得
者
無
用
捨
召
捕
、
夫
々

　
　
厳
重
取
計
致
候
条
、
心
得
違
之
も
の
無
之
様

　
　
組
合
村
々
小
前
末
々
迄
無
洩
落
念
入
可
申

　
　
聞
候
、
以
上

　
　
　
丑
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
東
御
取
締
出
役

こ
れ
は
、
相
模
国
そ
れ
も
寒
川
周
辺
に
出
さ
れ
た
触
状
で
は
な
く
、
文
化
二

（
一
八
〇
五
）
年
に
関
八
州
を
取
り
締
ま
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
作
ら
れ
た
関
東
御

取
締
出
役
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
、
当
該
地
域
だ
け
で
な
く
広
範
囲
に
こ
う
し
た
村

方
を
通
過
す
る
者
に
対
し
て
、
泥
縄
を
張
り
、
通
行
人
か
ら
無
理
や
り
銭
を
せ
び
り
、

そ
の
銭
で
菓
子
を
買
い
食
い
、あ
げ
く
は
賭
け
事
を
す
る
。
こ
れ
は
物
貰
い
（
乞
食
）

同
様
で
あ
る
と
厳
し
く
誡
め
て
い
る
。こ
の
法
令
は
正
月
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

明
ら
か
に
導
者
そ
の
も
の
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
小
正
月
の
道
祖
神
行
事
に

関
わ
っ
て
子
ど
も
組
ら
の
集
団
化
に
と
も
な
う
悪
態
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
現
在
で
も
神
奈
川
県
西
部
の
平
塚
北
部
、
伊
勢
原
、
秦
野
な
ど
で
は
こ

れ
に
関
連
し
て
「
マ
ラ
セ
」
神
さ
ま
の
前
に
縄
を
張
り
通
行
人
に
参
拝
を
促
す
行
為

が
散
見
し
て
お
り
、
幕
末
あ
た
り
で
は
こ
の
行
為
が
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ

の
他
の
富
士
・
大
山
参
詣
者
を
目
当
て
に
し
て
農
民
ら
が
仮
設
の
茶
屋
を
営
み
、
そ

の
結
果
と
し
て
導
者
ら
と
騒
動
を
起
こ
し
た
こ
と
も
当
該
地
域
で
は
確
認
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
触
状
の
も
つ
意
味
は
拡
大
解
釈
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
子
ど
も
ら
の
金

品
の
強
要
、
さ
ら
に
は
「
撒
き
銭
」
の
強
要
と
も
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
て

も
差
し
支
え
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
民
俗
学
の
視
点
か
ら
近
年
、「
撒
き
銭
」
を
ま
と
め
ら
れ
た
田
中
宣
一
「
散
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米
と
撒
き
銭
」〔「
成
城
大
学
文
芸
学
部
紀
要
一
八
四
号
・
二
〇
〇
三
・
一
二
」〕
の
資
料

と
今
回
紹
介
し
た
「
天
保
二
年

　
冨
士
登
山
日
記
覚
帳
」
は
深
い
連
繋
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

（
2
）
は
上
野
国
邑
楽
郡
狸
塚
村
（
現
群
馬
県
邑
楽
郡
邑
楽
町
狸
塚
）
の
出
井
家
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
諸
般
の
事
情
が
あ
っ
て
現
在
は
筆
者
が
所
蔵
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
狸
塚
村
は
近
世
期
に
は
館
林
藩
の
支
配
下
に
あ
り
、
本
史
料
の
安

政
二
年
（
一
八
五
五
）
当
時
の
村
高
は
五
八
三
石
余
の
村
で
あ
っ
た
。
史
料
的
に
は

近
世
後
期
の
「
冨
士
参
詣
日
記
」
と
し
て
は
他
に
も
多
く
存
在
が
確
認
さ
れ
る
が
、

本
史
料
の
最
大
の
特
徴
は
「
へ
こ
祝
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
者
た
ち
の
通

過
儀
礼
を
伴
っ
た
参
詣
日
記
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
代
前
半
と

思
わ
れ
る
大
人
と
も
子
ど
も
と
も
つ
か
ぬ
年
齢
な
の
か
、
あ
る
い
は
北
関
東
と
い
う

地
域
的
な
問
題
か
ら
か
、
恐
ら
く
は
じ
め
て
の
上
野
国
・
武
蔵
国
・
甲
斐
国
・
駿
河

国
・
相
模
国
そ
し
て
江
戸
と
い
う
世
間
を
知
る
た
め
の
「
富
士
登
山
紀
行
」
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
史
料
的
に
は
誤
字
や
当
て
字
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
逆
に
四
人
の
同
行
衆
が

こ
の
「
富
士
参
詣
」
を
契
機
に
し
て
生
涯
の
契
り
を
結
ん
だ
と
思
う
と
、
微
笑
ま
し

く
な
る
「
道
中
記
」
で
あ
る
。

　
誤
字
（
単
な
る
記
載
間
違
い
か
？
）
の
一
例
を
揚
げ
て
み
よ
う
。

　（
灰
嶋
）や
す
み
・
・
・
・
・
拝
嶋

　（
八
玉
寺
）休
・
・
・
・
・
・
八
王
子

　
　
　

　（
釜
倉
）・
・
・
・
・
・
・
・
鎌
倉

　（
高
縄
千
学
寺
）・
・
・
・
・
高
輪
泉
岳
寺

　（
蔵
城
寺
）・
・
・
・
・
・
・
増
上
寺

　（
新
川
）・
・
・
・
・
・
・
・
荒
川

　（
佐
川
）・
・
・
・
・
・
・
・
酒
匂
川

な
ど
で
あ
る
。

　
日
程
に
つ
い
て
み
る
と
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
七
月
三
日
に
狸
塚
村
を
出
立

し
て
同
月
一
五
日
に
帰
村
し
た
、
十
二
泊
十
三
日
の
日
程
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま

で
も
な
く
富
士
、
大
山
の
山
開
き
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
他
の
上
野
国

か
ら
二
ヶ
月
余
の
日
程
で
行
わ
れ
た
伊
勢
参
宮
な
ど
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
一
月
中

下
旬
に
出
立
し
て
三
月
の
中
下
旬
に
戻
る
も
の
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
四
人
の
同
行
衆
が
農
作
業
の
中
心
的
な
大
人
た
ち
で
あ
れ
ば
、
七
月
中

に
半
月
も
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
は
農
作
業
（
と
く
に
田
植
え
な
ど
）
の
関
連
か
ら

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
そ
の
点
か
ら
も
若
者
た
ち
の
通
過
儀
礼
的
な
「
富
士
・
大

山
・
江
戸
」
の
修
行
を
伴
う
旅
（
修
行
）
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
参
詣
ル
ー
ト
と
し
て
は
上
野
国
を
出
て
利
根
川
を
渡
り
、
松
山
（
現
埼
玉
県
東
松

山
市
）・
と
き
川
（
現
埼
玉
県
比
企
郡
都
幾
川
町
）・
入
間
川
を
経
て
、
灰
嶋
（
現
東

京
都
昭
島
市
）・
八
玉
寺
（
現
東
京
都
八
王
子
市
）・
高
尾
山
（
現
・
八
王
子
市
）・

上
野
原
（
現
山
梨
県
上
野
原
市
）・
大
月
（
現
山
梨
県
大
月
市
）・
上
吉
田
（
現
山
梨

県
富
士
吉
田
市
）
の
近
世
北
口
（
喜
多
口
）
最
大
の
御
師
で
あ
る
「
上
文
司
」
に
立

ち
寄
り
、
富
士
山
頂
を
き
わ
め
て
須
走
（
現
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
）
の
東
口
に
下

山
し
て
、
竹
の
下
和
泉
屋
（
現
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
）
に
宿
泊
し
て
い
る
。
和
泉

屋
さ
ん
は
近
世
を
通
じ
て
、
富
士
講
の
専
門
宿
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
前

掲
の
天
保
二
年
の
「
冨
士
登
山
日
記
覚
帳
」
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
大
雄
山
最
乗
寺
（
一
般
に
小
田
原
の
道
了
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

曹
洞
宗
寺
院
）
を
経
て
、
佐
川
（
酒
匂
川
）
を
渡
り
、
こ
の
後
、
同
行
衆
は
坂
東
の

札
所
五
番
（
飯
泉
山
勝
福
寺
・
現
小
田
原
市
飯
泉
）
七
番
・
八
番
（
飯
山
観
音
―
厚

木
市
・
星
谷
観
音
―
座
間
市
）
を
め
ぐ
り
つ
つ
、
大
山
参
拝
（
伊
勢
原
市
）
を
経
て
、

江
ノ
島
（
藤
沢
市
）
に
宿
泊
し
て
い
る
。
江
ノ
島
か
ら
釜
倉
（
鎌
倉
）
周
辺
の
坂
東

の
札
所
一
番
杉
本
寺
を
は
じ
め
と
す
る
寺
院
を
散
策
し
た
の
ち
、
金
沢
八
景
（
横
浜

市
金
沢
区
）
を
経
て
、
程
か
谷
（
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
）
に
宿
泊
、
次
い
で
川
崎
大

師
（
川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
）
を
お
参
り
し
て
、
江
戸
に
入
っ
て
い
る
。

　
江
戸
で
は
泉
岳
寺
・
芝
神
明
社
・
愛
宕
さ
ん
・
浅
草
・
上
野
・
湯
島
な
ど
の
「
江

戸
名
所
」
を
訪
ね
、そ
の
間
ふ
る
さ
と
へ
の
み
や
げ
物
と
し
て
「
墨
」「
筆
」「
絵
紙
」
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「
御
守
り
」
な
ど
、
比
較
的
に
荷
物
に
な
ら
な
い
も
の
を
大
量
に
買
い
込
ん
で
い
る
。

旅
の
最
後
は
千
住
の
宿
浪
花
屋
に
と
り
、
翌
十
五
日
に
上
野
国
に
戻
る
と
い
う
参
詣

ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
以
下
に
富
士
信
仰
に
関
わ
る
記
載
に
注
目
し
て
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
る
こ
と
に
す

る
。
七
月
五
日
に
あ
る
「
一

　
十
弐
文

　
高
尾
山
札
」
と
あ
る
記
述
は
、
単
な
る
高

尾
山
の
札
を
求
め
た
以
上
に
、
と
く
に
武
蔵
国
・
上
野
国
か
ら
甲
州
街
道
を
利
用
す

る
冨
士
導
者
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が
富
士
登
山
を
す
る
前
に
高
尾
山
参
拝
を
し
て
い

た
こ
と
が
近
世
・
近
代
か
ら
の
文
献
か
ら
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
現
在
の
拝
嶋
・

八
王
子
・
高
尾
山
周
辺
で
は
富
士
の
導
者
か
ら
「
合
力
銭
」
を
ね
だ
る
習
俗
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
伝
承
か
つ
高
尾
山
麓
の
浅
川
（
八
王
子
）
の
石
川
日
記
に
は
そ
の
旨
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
七
月
七
日
に
あ
る
「
一

　
百
文

　
綿
入
損
料
」
と
は
、
山
小
屋
（
近
世
に
は
室
と

称
し
て
い
る
）
に
宿
泊
す
る
時
の
防
寒
具
（
ど
て
ら
）
の
使
用
料
の
こ
と
で
あ
る
。

ど
て
ら
に
は
各
講
中
の
山
印
（
笠
印
）
な
ど
が
染
め
抜
か
れ
、
と
く
に
北
口
御
師
の

な
か
で
も
「
上
文
司
」
や
「
大
国
屋
」・「
浅
間
坊
」
な
ど
の
傘
下
に
あ
っ
た
勢
力
の

あ
っ
た
「
講
中
」
な
ど
で
は
、
自
前
の
ど
て
ら
や
、
薬
缶
・
夜
具
な
ど
を
所
有
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
同
日
に
あ
る
「
一

　
六
十
四
文

　
餠
代
」
も
富
士
山
中
で
食
べ
る
餠
代
だ
け
で
な

く
、
北
口
の
御
師
集
落
で
は
一
夏
に
千
人
以
上
の
宿
泊
者
を
受
け
入
れ
た
宿
で
は
、

導
者
た
ち
を
中
心
に
「
チ
ン
餠
」
と
称
さ
れ
る
餠
が
振
舞
わ
れ
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

回
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
導
者
に
と
っ
て
も
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
一
喜
一
憂
す

る
儀
礼
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
こ
の
史
料
に
は
、
多
く
の
民
俗
事
象

を
裏
付
け
る
も
の
が
散
見
し
て
お
り
、
文
献
と
の
相
互
検
証
を
試
み
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

（
東
京
家
政
学
院
大
学
人
文
学
部
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
）

（
二
〇
〇
九
年
五
月
八
日
受
付
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二
五
日
審
査
終
了
）


